
























6.取組結果と評価

1.実績と評価

運用期間（令和6年4月～令和7年3月）

活動内容 令{II5年度実絨

二酸化炭素排出址 削波 630,414kg-co, 

化石燃料使用祉の削妓
181,284L 

（軽油 ・ガソリン ・灯油）

霞気使用址の削減
271,157KWh 

（排1J19系数北悔逍屯力In!o 6•1) 

水道使用祉の削減 617ボ

令れ16年度 ~I I~({( 令和6年度 活動実績
4月～3月実絣f直 （目標値との比較）

875,922kg-co2 828,670kg-co2 
目標値比 5.39％削減

-47, 252 

249,364L 238,415L 
目標値比 4.39％削減

-to, 949 

389,593KWh 354,826KWh 
目標値比 8.92％削減

-34、767

1,842ボ 1,191ボ
目標値比 35.34％削減

-651 

産業廃棄物排出枇削減 受けた産業廃棄物は100％再資源化の為、削減不可のため目標設定していない

化学物質使用贔削減

［評価区分】◎・・・10％以上削減

△・．． 0%未湖～IO％未淵増加

使用しておらず削減不可のため目標設定していない

0・・・ 10％未滴～0%未濶削減

X・・・ 10％以上増加

2.活動計画実施内容とその評価・ 次年度の取組内容

二酸化炭素排出址の削減・化石燃料使用祉削減

co，排出祉は828,670kg-CO，となり、計画比5.39％削減となる。

年度変更に伴い期間短縮となり、以上の数字となる。

化石燃料に関しては、前年と比べ灯油 ・ガソリン、軽油の全て減となった。

．灯油

灯油使用屈は、前年度111,02oe、今年度128,963eと、 11,9,13e増となった。

運用期間が前年度が今年度よりも短かったこともあり 、今回は増加という結果であった。

燥発的に増加傾向という訳ではなく、目標値よりも下回り5.39％の削減という結果だったので

環境へ配曲した運転を心がけ使用位を削減できるよう社員に徹底させる。

・ガソリン

ガソリン使用抵は、前年度6,4780、今年度7,730Qとなり 1,2520増となる。

灯油同様に前年度と今年度の運用期間の違いが要因の一つである。毎月の増加となっている訳ではなく

業務政に応じて増減していることから、削減の余地があると考えられるので。

引き続き環境へ配應した運転を心がけ燃殺向上を社員に徹底させる。

・軽油

0ダンプの使用位は前年度52,1950に対して今年度74,5120と22,317Qと大きく増加となった。

外注による運撒も増えているが、自社回収および運搬も増えており

運搬・回収等での往復など距離等が増加したことによりこの結果となった。

今後も環境に配隈した運転を意識し、減少していくよう務める。

0塵芥車の軽油使用址は、前年度20,196eに対して今年度21,21oeと、 7,0140の削減となった。

連用期間の違いでの増加であり、年間ベースで考えると大きく増加している訳ではないので

評価

゜
゜
◎゚ 

業務上、停車、発進の繰り返しのの為難しいところはあるが、環境を意識した運転を心掛け削減に努めていく。

今後も、発進時のアクセルの踏み方等使用杖削減出来るように務める。

．篭気使用品の削減

全体の結果としては目標値に対して8.92％の削減となった。

バイオガス施設は、適正温度を維持し適切な運転を行っており、今後も適切な運転を務めるようにする。

事務所 ・エ均においては使用飛が大きく削減は難しいものの、今後は少しでも削減出来るよう一層の努力を期待する。

• 水道使用祉の削減

施設等の安定した運転によって、通期で目標値を超えることなく推移でき、

その結果、 目標値I,842nfに対して、今年度はI,191m、前年比64.65％の削減となった。
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総括

苫小牧市との公害防止条例に伴い定期的に自主測定を実施しておりますが、工場運転のマニュ
アルに沿った安全、且つ環境に準じた運転を行っていることにより 、苦情もなく、基準値の数値
もしつかり守られていることが認知され、今では苫小牧市 （保全課）との信頼も良好な関係性を
梢築出来ております。一方燃料 （工場、車両）、電気・水道に関しても職員全員が法の遵守に
沿った中で、節減の意識をしつかり持ち合わせた結果、削減にも繋げていただいております。今
後も業務に大きく支障の出ない範囲で環境活動に従事していただければ、ありがたいと思う次第
です。
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